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「貯徳旦那道」から学ぶ
生き方と投資のあり方

Interview

人のため、将来のために
お役に立つのが「投資」の姿
岡本　現在、澤上さんなどととも
に日本に本格的な長期投資家をた
くさん増やそうと、クラブ・イン
ベストライフという活動を行って
います。
　個人投資家が経済的に自立し

て、さらに良いことのためにどん
どんおカネを使い、そして豊かで
幸せな人生を送ってもらいたい。
そんなことの手助けができればと
思っています。
竹田　それは、ある意味、私がや
ろうとしていることと同じです。
私はいま、「貯徳旦那道」という
のを提唱しています。
　投資家というのは経済自由人で
すよね。自立している。そういう
人が幸せになる。そして発展して
いく。私はそれを問答という形で
やっています。みんなで意見を出
し合って議論をしていく。私が一
週間に一回、「貯徳旦那道とは
如
いかん

何？」というような題を出しま
す。
　実は、岡本さんの『瞑想でつか
む投資の成功法』という本を読ま
せてもらいました。瞑想と投資と
いうのは初めて聞いた言葉でした
が、それを読むと、私の目指して
いるところと同じだなと思いまし
た。やはり、日本は徳のレベルを
上げないといけない。モノばかり
持っていても心が伴わないと、い
つか破壊が起こってしまう。
岡本　物心一如という言葉がある

ように、モノに心を込めることが
大切なのではないでしょうか。ま
た、おカネも心が一緒について
回っているものです。貯徳という
のは素晴らしい言葉ですね。
竹田　「器」ということがありま
す。器に水をもっと入れたければ
器を大きくしなければならない。
今生の人生とは、来世の人生を送
るために器を大きくすることで
す。また、「天知る、地知る、我
も知る」ともいいます。悪いこと
をすれば、それを一番わかってい
るのは自分であると。
　昔はこういうことが普通にいわ
れていました。それが代々、伝え
られて良い作用をしていた。今は
核家族になったので、その伝承が
できなくなっている。みんな、今
の人生がすべてだと思っている。
来世も過去世もないと思ってい
る。だから物事の見方が短視的に
なり、今さえよければいいと思っ
ている。物理的にはそれでよくて
も、精神的にはみんな不安になっ
ている。本当は、人間はどんなと
きも希望がなければ生きていられ
ないのですよ。
岡本　その通りですね。

【竹田和平氏プロフィール】
▶1933年、名古屋で菓子業を営む大家族の
一員として生まれる。幼児期は念仏信者の
祖母の影響を受け、少年期には農業に参加
するなど戦中戦後の厳しい変動を体験。青
年期に菓子事業で「タケダのボーロ」「麦
ふぁ～」を発表し、壮年期には「わくわく
ボウル」「お菓子の城」を。そして百尊家宝、
株式投資など事業家として活躍する。

　日本一の個人投資家、竹田和平さん。百社以上の上場企業の大株主になっている方だ。今回、
澤上さんのご紹介で面会がかなった。小雨降るなか、壮大にしてすっきりと心持ちよい竹田本社
にお邪魔する。「どんな方だろう、どんな対談ができるだろう」。緊張感とワクワク感を交えて門
をくぐる。館へ足を踏み入れると、職員の方々とともに竹田和平さんが温かい握手でのお出迎え。
作務衣姿の氏の温かいオーラに包まれつつ、対談は始まった。

竹田和平氏に伺う
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竹田　私は20数年前から日本の歴
史上の偉人を百尊として勉強して
きました。それから自分が少しず
つ方向転換してきたように思いま
す。百尊を思うということも瞑想
的なところがあります。
岡本　自分自身の枠をどれぐらい
広げられるか、自分の時空をどれ
ぐらい拡大できるかということで
すね。ですから、歴史上の人物に
思いをはせると自分の枠も広がる
のでしょうね。心が大きくなると
いうか。
竹田　モノが充足してきたらそれ
しかない。
岡本　人のため、将来のためにな
ることをするというのは、まさに
投資ですね。

「貯徳問答講」と
「ありがとう」
竹田　そうです。短期的には感謝
という形で返ってくる。これはお
カネに替えがたい喜びです。
　また、長期的に見てもすごく大

きな投資です。長期的なリターン
は自分のところにくるのではな
く、社会に還元される。教育など
は良い例です。
　私のやっている「貯徳問答講」
というのは、徳を蓄えましょうと
いうものです。それを問答の形で
やるんです。
　また、３年前から「ありがとう
百万遍」という運動も実践してい
ます。毎年、「ありがとう」を百
万回唱える。これも瞑想と似てい
る。大自然のすべてに感謝する。
空気があるから生きていられる。
緑があるから、太陽があるから存
在できる。こういう具合にすべて
に「ありがとう」、「ありがとう」
と感謝しまくろう。そうすること
で自分自身を脱皮できる。
岡本　「ありがとう」と言うと相
手が喜ぶ。相手が喜ぶと自分がう
れしい。自分が喜ぶと、相手もま
た喜ぶ。
竹田　そう。瞑想の目的である「天
とつながる」という感じが、「あ
りがとう」を唱えていると出てく

るんですよ。天とつながって「天
命」ということを感じる。「これ
天命だよ、これすごいよ、ワクワ
クだよ」と言いたくなる。ありが
とうで自我を解放させているんで
しょうね。解放することで、代わ
りに天が入ってくる。
　岡本さんの本に「小さい意識は
大きい意識に支配される」という
ことが書いてありましたが、まさ
にそういうことなんだなと思いま
した。大きい意識を持って何かを
するとみんなが参加してくる。意識
が小さいとみんな参加してこない。
岡本　そうですね。
竹田　私は今、貯徳問答に講生と
いう立場で参加していますが、問
答を始めて１カ月ぐらいで参加し
ている方が変わってきますね。運
気が上昇する、困難が解消する、
そういうことが起こり出す。結局、
困難は自分が引き寄せている。そ
れを手放すと消える。そういうこ
とが１カ月ぐらいでわかってくる
んですね。
岡本　みんな、人は良いことが
あったからいい顔をしていると
思っている。しかし、本当はいい
顔をしているから良いことが寄っ
てくる。
竹田　そう、そう。笑顔とありが
とうができたら運は開けてきます
ね。グンとよくなる。まず、自分
がありがとうと言うと、人さまが
笑顔になる。そうすると自分も笑
顔になる。笑顔になると何でもコ
ミュニケーションできるようにな
る。そうすると楽しい。楽しいと
いうことは運が良くなるというこ
とですからね。みんな、楽しい人
生が目標ですからね。
岡本　いやー、本当にそうですよ
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ね。人生の目的は“しあわせ持ち”
になることで、お金持ちになるこ
とではない。お金持ちになるのは
その一つの過程ですからね。
竹田　しあわせ持ち、それですね。
おカネを稼ぐのは手段ですから
ね。おカネはとても便利な手段で
すから。
　日本は、500～600年前にはそれ
ほどおカネは流通していなかっ
た。では、そのころの人は不幸せ
だったかというとそうでもない。
おカネができてモノは豊かになっ
たけど、幸せになったかというと、
これまたそうでもない。結局、お
カネは、幸せという観点からいえ
ば中立なのかもしれない。ヘタを
すると、おカネがあることによっ
て変な支配関係ができたりする。
幸せ感を封鎖してしまうことがあ
る。おカネは使う人によってきれ
いにも汚くもなりますね。
岡本　しかし、一般におカネのイ
メージは汚い、お金持ちのイメー
ジは悪い人ですよね。
竹田　どうしてそういう否定的な
イメージなのでしょうね？
岡本　一つは日本の伝統的な考え
方として「武士は食わねど高楊

よう

枝
じ

」
とか、「清貧」という考え方があ
るからでしょうか。貧しくても清
い人はいるでしょうが、でも、貧
しければみな清いかというとそう
とはいえない。
竹田　そう、貧しいと借金をした
りして、大変な人も多いかもしれ
ない。
岡本　それから、テレビでよくあ
る企業トップのお詫

わ

び会見。企業
の不祥事は、だいたいおカネに関
連したものが多いですよね。そう
やって悪いイメージが作られてい

るのではないでしょうか。これは
マスコミの問題かもしれない。

世界を豊かにする第一歩は、
おカネと友達になること
竹田　そうですね。それは日本の
損失ですよね。まだまだ、貧困の
ところがたくさんあるから、資本
主義の力で世界を豊かにしていか
なければいけない。
　いずれはボランティア天国にな
るのでしょうが、それまでは、や
はり資本主義が続かざるを得な
い。それなのに、おカネを嫌った
ら、おカネにも嫌われてしまう。
何でも嫌ったら嫌われるし、愛せ
ば愛される。
岡本　おカネと友達になればいい。
竹田　あっ、はっ、は。「友達に
なる」はいいですね。何でも味方
にしてしまえばいい。おカネは敵
に回すとやっかいだから。
岡本　誰かと友達になりたかった
ら、その人に興味を持つ。だから、
おカネと友達になるにはおカネに
興味を持たなければならない。
竹田　人生は人間関係で幸せにも
不幸せにもなる。同時におカネと
も友達にならないといけない。お
カネがないだけで信用がなくなっ
たりするのは悲しいからね。
岡本　やはり、おカネに心を込め
るということが必要だということ
ですね。
竹田　私は貯蓄問答講で「まごこ
ろ」ということをよく言います。
まごころというのは天から分かれ
てできていて、誰でも生きている
以上は持っているもの。
　「自分」というけど、「自」は「自
然」の「自」、それが「分かれた」

ものが自分。自然から分れたとい
うことは、われわれはみな自然、
天と同質だということです。そこ
に重要なポイントがあるんだよ、
とよく言っています。
　自分のなかに天が入っている。
天と自分とは同じ。ただ、役割を
持って生きている。お釈迦様が「天
上天下唯我独存」とおっしゃった
けど、それはこの世でもあの世で
も俺は俺だという意味ではないか
と思うんです。だから「独尊」で
なく「独存」だと思うのです。自
分以外に責任を取る人はいない。
そこに気づくとまさにこの世は適
材適所で、みんなが素晴らしい人
生を送れる極楽になる。まあ、そ
れまでにはまだ時間がかかるで
しょうけれど。
岡本　われわれ、ひとり一人の人
間はたくさんの細胞でできていま
す。その細胞の一つずつはちゃん
と知性を持って、適材適所で役割
を果たしている。
　宇宙という大きな生命体のなか
で、人間は一つの細胞です。そこ
でひとり一人の人間が適材適所で
どのような役割を与えられている
のかを自覚し、それを果たすこと
が使命なんでしょうね。
竹田　一人しかいない人間とし
て、どのように役割を果たし、自
分の器を大きくしていくか。
　自分の器が大きくなるというこ
とは天の器が大きくなることで
す。天命を受けてこの世に生まれ
ているのだから、それに対してお
返しをしなければならない。命の
源にご報恩しなければならない。
　類の法則で人間は人間のなかだ
けで成長している、猿は猿、竹は
竹で成長している。役割として自
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分の類をどのように発展させるか
という課題があります。人間でい
えば、いかに人類を進化させるか
ということ。それが人間に課され
た天命。天命を果たすときはうれ
しい。天が喜びというご褒

ほう

美
び

をく
れる。逆に天命に反することをす
るときには苦しい。
岡本　われわれのなかにある天か
らの声の受信機がしっかりしてい
ないといけないですね。どのように
したら感度がよくなるのでしょう。
竹田　瞑想も、ありがとう百万遍
もそうでしょう。美しい言葉に出
合う、美しい心の友達、美しい環
境、とにかく美しいものに囲まれ
る。類の法則で美しいものには美
しいものが集まる。連日、私のと
ころにも素晴らしい方がお見えに
なってくださる。不特定多数の人
に働きかけて、経営で成功したり、
ブログで成功したりする人はやは
りバランスがとれている。イン
ターネットの普及で、それがどん
どん加速していますね。
岡本　人間の意識の拡大にイン
ターネットは大きな役割を果たし
ていますね。
竹田　これはもう、革命ですよ。
産業革命以来の革命です。産業革
命はモノの革命、インターネット
は心の革命です。私はインター
ネットのことを「まごころルート」
と呼んでいます。
岡本　おカネと一緒で悪い使い方
もあるけれど、良い使い方をすれ
ば無限の可能性がある。
竹田　貯徳問答講のブログをお見
せしましょうか？（ブログのプリ
ントアウトを見ながら）これは60
代の女性の方で、会社経営をして
おられた。それを後進に譲られて、

「さあ、これから30年、何をしよ
うか」と模索しているときに私の
問答講に入られました。このよう
な講生さんに対するメッセージを
講師が書くのです。
　現在、39講あり、それぞれ講生
さんが24～25名います。この北海
道の講師さんはたいへん活躍され
ている方で、なにしろメール数が
2000以上ある。ということは、講
生がそれを読んでいるということ
です。いいことを読んでいると、
みんなピカピカになってしまうん
ですよ。また、それに対して返答
をするでしょ。そうするといい言
葉を出そうとしますよね。それが
終わるとアンケート調査をする。
岡本　学期があるのですか？
竹田　２カ月間です。終わったら
また次の期も入れるんですよ。ア
ンケートも非常に好意的で前向き
なものが多いです。「役に立った」
というのが99％もある。否定的な
回答は１％程度でした。このアン
ケート結果を今日、全講生にメル
マガを出したところです。
岡本　ここに参加されている方は
必ずしも投資をしている方とは限
らないのですね？
竹田　違います。自分の人生をど
のように豊かで楽しくするかとい
うことを考えている人々です。投
資家もいます。それから経営者。
経営者を目指す人が多いですね。
自立している人、今から自立した
い人。定年を迎えた人。
岡本　やはり、定年を迎えて急に
どうするか考えるより、それより
前から自分の人生を考えておく必
要があるのでしょうね。
竹田　そうですよ。世の中、どの
ように変わってきているかなどを

考えておかないと。勤めていたと
きと同じように世の中が動くと
思っていると困ってしまう。あっ
ちにぶつかり、こっちにぶつかり
してしまう。
岡本　私どものインベストライフ
の活動は、まさにインベストメン
トとライフを考える会です。豊か
で幸せな人生を送るために、どの
ように生きたらよいのか。そのな
かで金融資産への投資をどう考え
るか、長期投資のあり方、正しい
資産運用の方法などの啓蒙活動を
しています。
　日本各地に自主的な勉強団体、
「サロン・インベストライフ」が
設立されて、みんなが集まって意
見の交換会をしています。貯徳講
とも少し似たところがあります
ね。
竹田　そう、精神的な投資も大切
だけど、経済的基盤も重要ですか
らね。ビジネスでもがんばってい
る人がたくさんいます。そういう
人は目がきらきらしている。たと
えば「君は赤ちゃんが大きくなっ
たような人だなあ」などと言いま
す。その彼の話を聞くとおじい
ちゃんにすごく憧

あこが

れている。「お
じいちゃんの生き方、最高！」と
思っている。
岡本　そういう憧れの対象がある
ということは重要ですよね。逆に
言えば、ある程度の年になったら、
次の世代に生きざまを見せてあげ
ることが必要ですね。
竹田　そうですね。気概というこ
とが必要です。
　塩野七生さんが書いていました
が、ローマ帝国を作ったシーザー
という人は、彼のなかに歴史が凝
結したような人だそうです。そう

Interview●「貯徳旦那道」から学ぶ生き方と投資のあり方
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いう人にみんなが吸い寄せられ
る。「知力、説得力、肉体耐久力、
持続意思、自己制御がリーダーの
資質である。国家の繁栄は個人の
リーダーシップと気概である。
　「歴史は時に一人の人物のなか
に歴史を凝縮し、この人物の指し
示した方向に向かうことを好む」
と、述べておられる。シーザーは
「多くの人は見たいと欲すること
しか見ない」と言っている。彼は
部下が自分で思っていたこと以上
のことまでやらせてしまう人だっ
た。「えー、私ってこんなにでき
るの？」と思わせることのできる
人だった。
岡本　そういう憧れることのでき
る傑出した人物を目標として持つ
ことは大切ですね。歴史上の人物
でもいい。あんな人になりたい、
という人物に出会えるのは素晴ら
しいことです。両親や先祖は言う
に及ばず、歴史上の人物も今の自
分の人格形成に影響を持ってい
る。それを純化して、次の世代に
つないでいくのがわれわれの使命
なのでしょうね。
竹田　私は50歳になった誕生日に
離れの部屋に一日こもり、庭を見
ながら過去を振り返り、これから
のことを考えていました。ずーっ
と、過去を遡

さかのぼ

ってみたんですよ。
自分が生まれてきたのは両親がい
たからだ、その両親はどのように
出会ったか、ずっと考えていた。
　そのときにね、どのようにして
そうなったのかはわからないのだ
けれど、たまらなく懐かしい存在
が現れたんです。これはまさに自
由自在、融通無

む

礙
げ

の存在。とにか
く、たまらなく、懐かしい存在。
こんな懐かしいものがあったん

だ、これはたとえようがないなと
思った。あえて言えば、小さいと
きに迷子になって、やっとお母さ
んが見つかったような……。形は
ない。もやっとしている。でもそ
ういう存在があるのを感じて、神
様や仏様はこういうところから出
ているのかなと思いましたね。
岡本　それは素晴らしい体験をさ
れましたね。お話をお伺いしてい
て、白

はく

隠
いん

禅師の「闇の世に鳴かぬ
カラスの声聞けば　生まるる先の
父ぞ恋しき」という句を思い出し
ました。
竹田　それからいろいろなことが
わかってきたんですよ。たとえば、
葬式のとき、「帰命無量寿如来」
と書いてあるでしょう。「ああ、
あの永遠の世界に帰ることなん
だ。それが向こうから来る、如来、
来るが如しだから、やって来るん
だ」と。それは不可思議。考えたっ
てわからない。
　この懐かしい存在は光のような
んだけど、ピカーッと光るのでは
ない。モヤーッとしているけれど
懐かしくてたまらない。びっくり
するほど感動しましてね、また仏
壇の前などでありがとうを唱えて
いると「ありがとう、ありがとう」
が、こだまして跳ね返ってくるん
ですよ。気持ちがいいんだね。

人々の不安な心が市場や
世界に及ぼす影響
岡本　ありがとうに囲まれるとい
うわけですね。
　ところで、話題を変えて少し、
株式市場の話をお聞かせくださ
い。株式市場というのは参加者の
心象が即座に反映されるものです

よね。それを考えると、現在の市
場参加者の心理をどのようにご覧
になっていますか？
竹田　みんな不安になっているよ
ね。大恐慌という言葉があります
ね。これは「大きく恐れ慌てる」
という字でできている言葉です。
　今から80年ぐらい前に大恐慌が
ありましたよね。大恐慌はみんな
が恐れるから起こる。前の大戦争
も投資家から発したようなところ
があります。ニューヨーク株が大
暴落して投資家が不安になった。
その不安が拡大して金融機関にま
で及んだ。その結果、事業活動も
ダメになり大失業時代がきた。
　株が下がっているうちはバー
チャルな世界だからたいしたこと
ないけれど、失業となるとリアル
な世界になり、人権問題なども関
係してくる。食べていけなくなる。
そして、政府がカネを出しだすと
全体主義への道を歩むことになっ
てしまう。たまらなくなって戦争
への流れができてしまう。マスコ
ミがそれを煽

あお

る。
岡本　なるほどそうですね。
竹田　国内であの饅

まん

頭
じゅう

屋が悪い、
あのパン屋が悪いと言っているう
ちはまだいいが、最近、食の安全
の問題で中国に非難が向かってい
るでしょう。中国製品を買わなく
なる。反中感情が出てくる。そう
すれば反日感情がでてくる。あれ
だけ中国に配慮していたマスコミ
まで、中国批判をしている。おか
しいと思うよ、これ。ころっと変
わるんだから。
岡本　そういう感情の世界、バー
チャルなものがだんだんリアルな世
界に影響を持つようになってくる。
竹田　マスコミがある意味、グ
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ローバル化を恐れている。マスコ
ミは自由を守るものだと言われて
きたが、それは基本的に一国内の、
昔は絶対君主で今は官に対する自
由が対象。これがね、官にべったり
になって、それも弱者に対して統
制しようという動きになっている。
　マスコミにとっては、グローバ
ル化は都合が悪い。前の戦争のと
きは、その流れを知識階級が止め
られなかった。今、このような流
れを止めるには、人々が経済的に
自由になること。経済的に自由で
なければモノがいえない。だから、
インベストライフの活動も重要な
んです。投資家が自由を守らなけ
ればならない。
岡本　本当ですね。インベストラ
イフの存在意義ですね。官やマス
コミの暴走を止めるためにも、自
立した投資家がたくさん必要だと
いうことですね。
竹田　織田信長が命をかけて作り
上げた楽市、楽座という自由市場
経済。
岡本　あれこそフリー、フェア、
グローバル。当時は日本全体がグ
ローバルだった。
竹田　そうそう。秀吉が見事に完
成したが、歳を取ると官僚化して
しまった。千利休は自由都市の堺
の旦那だった。その堺が奉行に
乗っ取られてしまった。それに対
する腹立ちが恐ろしい辞世の句に
残っている。自分たちに任せても
らえば繁栄してみんな喜ぶのに、
なぜ、官僚が統制しなければなら
ないのかという怒りがあった。
　関ヶ原の戦いは、官僚統制か、
地方分権かの戦いだった。結局、
徳川の地方分権が勝った。そして、
地方文化が花咲き、太平の時代が

続いた。幕末になり産業革命の波
が日本にまで及んできた。植民地
化を避けるために中央集権国家の
時代になった。そして、大戦争に
つながった。
岡本　人類が発生してからずっと
活動範囲と意識の拡大が続いてき
ています。それを今、グローバル
化と呼んでいるわけですが、これ
は逆戻りしないトレンドです。そ
のなかでいかに日本の文化を守
り、他国の良さを認識していくか
ということが必要とされているの
でしょうね。
竹田　良い意味での内向きは必要
でしょうね。何でも海外のものが
良いのではなく、日本の文化を育
てなければならない。
岡本　グローバル化するほど自分
の国の良さを理解する必要がある。
竹田　日本の良さがわかると、ほ
かの国の良さもわかるようになる。
岡本　そのような美学を持った投
資家がもっともっと欲しいですね。

理想とする個人投資家の
姿とは
竹田　私もかつて、あまり何も考
えずに大企業に投資をしていまし
た。山一が倒産したころね。あの
事件が起こって、いったい、天は
自分に何のメッセージを送ってい
るのかと考えましたね。結果とし
て、投資家は利益だけで投資する
のではなく、目覚めなければなら
ないと気づいた。これは株主に
なって相手の会社を励ませという
ことだと思ったのです。そこで、
大きい会社ではなく、小さい会社
に投資をしてその会社を励まそ
う、これは天命なのだと思いまし

たね。
　それ以来、訪問してこられる投
資先企業の方を励まし、配当金を
受け取るたびに、「徳を配ってい
ただいてありがとう」というメッ
セージを送ったりしているので
す。良いところをどんどん褒

ほ

めて
元気になってもらう。悪いところ
は謙虚に考えてもらう。そんなこ
とをしています。まだ、天との約
束を果たすところまではいってい
ませんが。
岡本　一般の個人投資家は、小さ
い企業でもなかなか大株主にはな
れない。しかし、大株主のような
気持ちを持って経営者を励ますつ
もりで投資すればよい。
竹田　それでね、小さい投資家は
小さいなりに大事な財産でしょう
から、投資先企業に手紙の一本も
書く。「私はあなたの会社のこれ
これの商品が好きです。それで株
主になりました。どうか、良い点
をもっと伸ばしてください」と手
紙を書く。そうしたら経営者も変
わりますよ。
岡本　そういう手紙がたくさんく
るようになったら、それはすごい
勇気づけになるでしょう。経営者
が励まされる。
竹田　気持ちが大きくなる。だい
たい、失敗するのは気持ちが小さ
くなったときです。ますます、安
定しようとして悪い方に行ってし
まう。世の中の変化は必然なんだ
もの。安定しようと思うところに
間違いがある。
岡本　個人投資家がそのような手
紙を書くと、自分自身、その企業
の何が好きで株主になっているの
かを考えてみる、良いきっかけに
なりますね。多くの人が株価だけ

Interview●「貯徳旦那道」から学ぶ生き方と投資のあり方
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を見て売り買いしている。しかし、
小さくても自分なりの声を出して
いけたらいいですね。
竹田　いろいろなやり方があって
いいのでしょう。みんな学びだか
ら、子どもが転んで学んでいくよ
うなもの。痛さがわかりますからね。
　私もいろいろと投資で学ばせて
もらった。皆さんも学ばせてもら
えばいい。いくら説明しても、やっ
てみなければわからない。転んで
みなければ痛さはわからない。そ
れで育っていく。だから、私は投
機をしている人もそれでいいと
思っています。そんなことはちゃ
んと天が注意してくれる。天から
信号がくる。
岡本　投資というのは奥深いもの
ですね。人生を考えることにもつ
ながる。
竹田　株式投資というのは、幅広
い投資のひとつの窓口でしかあり
ません。たとえば、子どもを育て
るのだって投資。みんな何らかの
形で将来のため、未来のため、来
世のために投資をしている。その
一つが株式投資でしょう。
　私も会社を経営してきて、常に
投資の歴史でしたよ。常に土地を
求め、工場を求め、設備を求め、
これみんなおカネを払ってやって
きた。そのときに、その土地など
がいくらで売れるかなどと考えた
ことはなかった。こうして、こう
すれば商品がこれだけできて、利
益がこれぐらいになる。利益の出
る過程で社員が喜び、得意さんが
喜び、消費者が喜ぶ。みんな喜ん
でくれて楽しい。それで投資をし
てきた。それは自分に対する投資
ですよね。
岡本　そうですね。

竹田　自分の能力に対する投資で
す。しかし、健康上の問題などで
自分がそれに適応できなくなった
ら、人に対する投資になる。従業
員を信頼して仕事をしてもらう。
さらにマーケットを信頼して投資
先企業に仕事をしてもらう。決算
資料がきちんと提出され、証券市
場は比較的安全です。配当金もみ
んなに公平に払ってくれる。
岡本　しかも、世界中、どこでも
自分のおカネを働きに出すことが
できる。
竹田　そうなんですよ。世界のい
ろいろな国の発展を助けることが
できる。中国の大繁栄も、世界の
おカネが集まっているから可能な
んです。おカネがなかったらやり
ようがない。おカネがあるから信
用ができる。ワクワクしてきます
ね。
岡本　竹田さんは「天とワクワク
ありがとう」という言葉をおっ
しゃっていますね。人生において
「ワクワク」は大切ですね。
竹田　そうです。子どもを見てく
ださい。自分がワクワクすること
ばかりしているので、はちきれん
ばかりの生の波動がある。瞬間、
瞬間、いつも感動している。これ
が大人になると感動が減ってく
る。やはり、世の中のルールやし
がらみが感動の妨げになる。
　ですから、まずはワクワクでき
る自分を好きになることから始め
てみてはどうですか？　ワクワク
すると心も体も元気になってく
る。
岡本　私は名前が和久、音読みで
は「ワク」です。
竹田　それはいい。ワクワクのワ
クさんだ。

岡本　竹田さんも私も名前に「和」
という字が付きますね。わへい（和
平）さんとわきゅう（和久）さん。
やはり、和という字が名前につい
ていると性格も平和的で調和的な
ことを好むようになるのかもしれ
ませんね。
竹田　あっ、はっ、は。そうですね。
岡本　それでは最後に、インベス
トライフ会員へのメッセージをお
願いできますか？
竹田　むしろ、自分へのメッセー
ジでもあるのですが、恐れを排除
しましょうということかな。みん
なが恐れたら大恐慌になる。大恐
慌はまっぴらです。ここはみんな
で励まし合って、あんまり極端な
ことにならないようにしたいです
ね。ちょっと危ないところに差し
掛かっているのでね。少し業績の
下方修正などがあると、極端に株
価が下がったりする。配当利回り
が５％あっても売られる。
岡本　流動性が「過剰」から「正
常」に移る過程で、極端に買われ
ていたものの価格が調整してい
る。それが引き金になってみんな
が不安になっている感じですね。
竹田　やはり、新しい金融商品が
たくさんできすぎましたね。興味
もないから知らないけど。それで
ひとつの商品がつまずくと大きな
影響が出る。
　インターネットによっておカネ
にスピードが与えられた。それに
よってあたかもおカネが急に増え
たような錯覚に陥った。そこでた
くさんの金融商品が生まれた。お
カネの額が大きくなり、人間個人
の責任能力を超えてしまい、どう
にもならなくなっている。これは
危ない。やはり、責任能力を上げ
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るためにも気概を持たないと。そ
れに対してみんなが拍手喝

かっ

采
さい

しな
いといけない。失敗すると、寄っ
てたかって、たたきのめすのでは
しょうがない。責任者がいなく
なってしまう。
岡本　金持ち優遇とはいわないま
でも、人の成功の足を引っ張るの
はよくない。
竹田　格差というけれど、実感と
しては昭和30年代ぐらいと比べれ
ば、今は格差がなくなっている。
おカネをたくさん使える場所もな
くなった。
岡本　だから旦那が減ってしまっ
た。旦那といっても大金持ちであ
る必要はないんですが。
竹田　そうそう。旦那というのは
要するにボランティアでしょう。
小さい、大きいは別としてね。
岡本　個人の場合はそういう志を
持った人をたくさん集めれば大き
な力になる。
竹田　旦那をたくさん育てなけれ
ばね。ずいぶん、手ごたえは感じ
ています。しかし、世の中全体か
ら見れば、まだ針の穴ぐらいのも
の。私は、これから20年は貯徳時
代とイメージづけているんです
よ。その後の20年は徳の時代がく
る。それで初めて日本が尊敬され
るようになる。
　文化、特に技の時代を作らない
と個人が自立して共生するような
形にならないから。技を磨いて、
自分の技が評価されるようになら
ないとね。桃山時代はひとつの茶
碗が一国に値することもありまし
た。自分の作ったものがどれぐら
い評価されるか、その気概を持っ
てモノ作りに励み、世界に評価し
てもらう。インターネットでいく

らでも売れるのだから。
岡本　その通りですね。
竹田　日本の文化を作ってきた百
尊のおかげで精神世界のこともわ
かってきた。過去も未来もバー
チャルです。今、この一瞬に立っ
ているだけですからね。それをど
う、引き渡していくか。
　百尊の言葉を一言で言えば、「大
和心よ、美しかれ」ということです。
　そして、私自身もこのメッセー
ジを伝達する役目がある。ですか
ら、今年で９年目ですが、私と同
じ誕生日、２月４日生まれの赤
ちゃんに「君よ、美しかれ」と桐
の箱に書いて金メダルを贈ってい
るんですよ。旦那はみんな自分の
誕生日と同じ日に生まれた赤ちゃ
んに金メダルを贈ればいい。そう
すれば日本は本当にジパングにな
れる。
　その子たちは生まれたときか
ら、「俺は知らないおじいちゃん
からこれをもらった。俺は祝福さ
れている。生きる意味がある」と
いうことがわかる。形になってわ
かる。お母さんが感激して、「こ
の子を立派に育てます」と言って
誓ってくる。金の力は強いよ。こ
れは命の力。命には延びよう、広
がろう、続けよう、つながろうと
いう性格がある。これを物質的に
表しているのが金。しかも、すべ
ての命の源である太陽と同じ色で
す。これはいずれ世界に向かって
訴えていきたい。
岡本　太陽も、金もすごいパワー
がありますよね。貯徳の思想が
もっと、もっと大きく広がり、日
本が世界中から尊敬される国にな
るようにしていかなければならな
い。私どものインベストライフ活

動も、「輝く一番星」になること
を目指しています。日本中の個人
投資家が指針にできるような考え
方を提示していきたい。
　そのためにわれわれなりの努力
を続けていきたいと思っていま
す。竹田さんのお話を伺い、勇気
と元気そしてワクワクが湧

わ

いてき
ました。今日は本当に長時間、お
話をありがとうございました。
＊　　　＊　　　＊　　　＊

　あっと言う間の２時間であった。対
談のあと、竹田さん自ら百尊家宝館を
案内してくださる。日本を作り上げて
きた百人の偉人が円形の大きな石

せっ

膏
こう

に
彫られている。それを純金のメダルに
して家宝としようという運動であると
か。先人たちの営々とした努力の結果、
われわれが受け継がせていただいてい
るものを大切にし、そして次の世代に
つないでいくには純金は最適なのだろ
う。５ページの写真は、同館にある恵
比須様の前でとった写真。「ワクワク」
ですよと指を三本立ててツーショット。
大きな感謝と、とても温かい気持ちで
竹田本社を後にした。
　そこでクラブ・インベストライフ会
員の皆さんへのご提案。対談にもあっ
た株主になっている企業の経営者を勇
気づけ、励ますために手紙を書きましょ
う！　どんな小さな株主でも経営者が
たくさんの手紙を受け取るようになれ
ば日本が元気になります。投資信託を
持っている方、投信会社の社長に手紙
を書きましょう。「がんばってくれてあ
りがとう。私たちクラブ・インベスト
ライフ会員の志を受け止めて社会のた
めに良いことをどんどんしてください。
ありがとう、ありがとう」と。
　今のマーケットにも、社会にも足り
ないのは「ありがとう」かもしれません。
そのありがとうの波動で日本中をいっ
ぱいにしたいものです。そんな思いを
素直に、ワクワクした気持ちで竹田さ
んからいただきました。ありがとう、
ありがとうございました。

Interview●「貯徳旦那道」から学ぶ生き方と投資のあり方


